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１　はじめに
　第４次産業革命が加速し、目まぐるしく変化する
実社会、工業社会から情報・知識社会において、IT
技術からさらに、進化しIoT・AIによって、あらゆ
る事業・情報が、データ化・ネットワークを通じて
これまでになかった各異業種の企業同志が互いに結

びつき、新たな価値を生み出す社会が形成されてい
る。
　このような中で、企業活動を強化する基礎であ
る知的財産（技術力、ブランンド）を継続的に創造、
保護・活用を図ることが、各企業の利益を図るうえ
で最も重要な課題である。
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　中小企業が抱える問題は、この状況を十分把握・
理解できておらず、知財の取得による事業評価、ブ
ランド化、競合他社との優位性など取り組む課題は
山積している。
　本論では、「知的財産推進計画2017」の動向とそれ
を背景とした新たなビジネスモデルとして強みを後
押しできる知財の活用が不可欠と考え、中小企業の
知的マネジメントの概要とその取り組みの事例につ
いて考察する。

２　中小企業における知的財産マネジメント
の基本（山本）

（１）知的財産マネジメントによるリスクの最小化 

①知財紛争リスク
知財紛争リスクの事例として、サトウ食品・

特許権侵害判決の「切り餅訴訟」から見る特許
審査の難しさがある（2012年２月14日）。切り
もち訴訟佐藤食品の特許権侵害認める。訴訟敗
訴になると、侵害品の除去等損害額が膨大とな
る。特許権の侵害の判断について、キーワード
は１）「特許請求の範囲」（クレーム）と、２）「文
言侵害」である。「特許請求の範囲」は、“特許
発明の保護される範囲”を第三者が入り込める
余地のないように、しっかりと明確に規定して
おく必要がある。特許申請には競争他社の特許
や先行技術の存在・内容を調べ、それらを研究
評価して自社の技術の違い自社の技術の特徴を
明確に抽出した後に明細書を作成し、特許出願
することが重要である。

警告状がきた場合、クレームと当社製品との
相違点を逐一抽出すること、かつその特許権の
有効性を検討するが、企業担当者レベルでまず
検討を行うにしても、最終的には弁護士、弁理
士の見解を好ましいと思われる専門家の知識を
得て素早い対応が求められる。

②模倣品・海賊版リスク
模倣品を放置しておくと、真正品の売上の

ダメージ発生となる。真正品と模造品の差別化
が難しい場合、顧客は安価な模倣品を購入する。
市場に安価な模造品が出回れば、真正品の売上
を低下させ、更に、真正品の販売価格の値下げ
を余儀なくされる。こうした状況は自社の利益

を圧迫し、真正品を扱う海外の販売業者の信用
を失墜し、顧客の離反を招く恐れがある。特に
危惧することは、企業の信用・ブランドイメー
ジのダメージが問題となる。真正品と同じブラ
ンドの粗悪な模倣品が市場に混在すれば、真正
品のブランドイメージが著しく損なわれ、模倣
品を購入した消費者から、品質の劣悪のクレー
ムにより、訴えられる。消費者保護の観点か
ら、模倣品を発見した場合、放置せず迅速な対
策が必要であり、企業の信用の失墜を防止でき
る。模倣品対策等は中小企業にとっても重要な
事業リスクの１つである。

③研究開発の重複リスク
研究開発を行う中で着手と同時に開発部門

が中心となって他社の特許調査・先行技術調査
を行う。調査結果は知的財産部門と精査し開発
活動に役立てる。開発部と知財部の連携によっ
て、重複リスクをなくさなければならない。そ
こで重大な他社特許が発見された場合には、開
発の方針転換や開発中止を決断する。もし、他
社の特許に抵触する場合は、特許権を侵害して
いる旨の相手先からの指摘を受け、結果として
研究開発は無効となり時間と費用の無駄が発生
し、事業化も断念する。状況によって、特許侵
害による損害賠償が発生する前に知的財産部は、
知的財産戦略が事業戦略や研究開発戦略に常に
関与し発信していく体制が重要である。

④標準化リスク
標準化の活用は新しい技術や優れた製品を速

やかに普及させるための重要なビジネスツール
といえる。デジタル化・グローバル化・AIによ
る IoTの高度情報化の世界は、これまでの特許
の価値を変質させている。すなわち、折角新技
術を開発し、特許を取得しても、業界全体の標
準化が別の技術をもとに展開されるような場合
は、標準化リスクを負うことになる。標準化し
た技術に対し、ライバル企業が技術開発を行い、
付加価値を付け、周辺領域の特許を取得した場
合、ライバル企業によって牛耳られる結果を招
くこともある。自社の標準化こそが、高度情報
化時代の世界において最も重要な知財マネジメ
ントである。


